










研究目的

　難聴児を早期に発見するために,多数の幼児を対象とし,能率よく実施するこ

とができる選別聴力検査をおこなう必要がある。従来の純音による選別聴力検

査を幼児に施行した場合,幼児にとって純音は不慣れであることや,検査に対す

る課題意識が低く,注意を集中して聞くことのできる時間が短いために,しばし

ば検査が不能の場合があり,必ずしも幼児を対象とした場合には,有効な選別検

査とはいえない。それゆえ,検査音として,純音のかわりに,幼児の親しみやす

い簡単な単語を使用するのもひとつの方法である。


